
（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

学校は、学校生活や地域社会をよりよくするために考えたり、行動したりするこ

どもの育成に、取り組んでいると思いますか。（児童会・生徒会活動、学校のき

まり見直し、地域のよさを伝えたり課題解決したりする取組、ナイストライ（中

学校）など）

本質問において、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と
回答した割合は、保護者85％、生徒78％、教員はほぼ
100％であり、学校が児童会・生徒会活動や地域と関わる取
組を通して、子どもが主体的に考え行動する力の育成に一定
の成果を上げていることがうかがえる。一方で、生徒の肯定
的評価が他と比べて低く、「そう思わない」と回答した生徒が
12％いる点は課題である。取組が一部の生徒中心になり、主
体性を実感しにくいことが考えられる。次年度は、活動の目的
や意義を生徒と共有し、振り返りの充実や全員が役割をもて
る工夫を行うことで、生徒一人ひとりが自分の成長を実感で
きる取組へと改善していきたい。

令和７年度　学　校　評　価

　そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　そう思わない　　わからない

考察

1 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 2 自ら学びに向かう力を育む教育の推進

学校は、豊かな心と健やかな体を育む教育の充実に努めていると思いますか。

（感動・感謝、郷土愛、いのちを大切にする心、こどもの体力向上、基本的な生

活習慣など）

学校は、こどもが自分で考え、自分から取り組む授業づくりに取り組

んでいると思いますか。

　1の質問において豊かな心と健やかな体を育む教育の充実に対して
一定の成果がうかがえる。今後もさらなる充実に努めるとともに、本校
の教育について継続的に発信していく必要があると考える。
　質問２において「そう思う」と答えた教職員と児童生徒の意識に倍近
い差がある、保護者や生徒が「そう思わない」「わからない」と回答して
いるのは、どの場面でどのような活動ができれば生徒が自ら考え、取り
組んだことになるのかがわからない可能性がある。  授業には、「知識
や技能を習得する場面」と「知識や技能を利用して深める・発展させる
場面」がある。それぞれの場面を意識して、目標（何がしたいのか、何が
できるようになりたいのか）を生徒自身が立てたり教師や級友と共有
する時間が大切だと考える。また、教師自身「どちらかと言えばそう思
わない」と約３割が回答している。子どもの主体的な学びを保障する授
業改善研修を実施していきたい。

3 社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力を育む教育の推進 

学校には、こどもが助けを必要とするときに、先生や友達から支えてもらえる温

かな雰囲気があると思いますか。

学校では、こどもがそれぞれの違いを認め、お互いを尊重し合って共

に学び合っていると思いますか。

本質問に対し、生徒、教職員の約９割、保護者の約８割
が肯定的な評価をしている。多様な教育的ニーズに対
応した支援や、インクルーシブ教育の充実に一定の成果
がうかがえる。一方で、生徒、教職員の約１割、保護者の
約２割が否定的な回答をしたこともまた事実であり、
「誰一人取り残さない教育」の実現に向け、引き続き丁
寧に子どもたちを見守っていく必要がある。また、図書
室には、互いの違いを認め尊重し合うことの理解につな
がるよう、特性や性、様々な障害をテーマにした新刊の
読み物や図書を購入している。共生やインクルーシブ教
育の推進につなげていきたい。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

4 5 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

学校は、こどもが、学習の方法やペースを自分で選んだり決めたりしながら学ぶ

授業づくりを行っていると思いますか。

学校は、こどもが、対話などを通して、他の人の考えや意見を自分の

学びに生かすような授業ができていると思いますか。

授業づくりに関する回答では、生徒の評価が高いことは成果
と言える。しかし、「そう思う」と回答した教職員と保護者の割
合の乖離が大きい。保護者が日頃の授業を目にする機会が少
なく、学校でどのような授業が行われているかがよくわから
ない現状もあるため、授業公開などを取り入れていく必要が
あると思われる。また、対話については、おおむね肯定的な反
応である。しかし、教職員の22％が生徒主体の授業づくりに
対して低い自己評価である。教師主導から生徒主導への授業
改善が不十分であることが考えられる。授業づくりの研修を
随時取り入れ改善に努めていきたい。また、単元計画を生徒
自身がデザインし、そのプロセスをみるなど、教職員の指導力
向上のため、校内研修の時間の充実が必要である。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

6 特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニーズに対応した支援の充実 7 インクルーシブ 教育の推進
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（３）最適な教育環境の整備

8 安全・安心な園づくりの推進 9 地域や家庭と連携した教育環境の整備

学校は、こどもの安全を守る環境の整備を進めるとともに、安全教育（生活・交

通・防災など）に取り組んでいると思いますか。

学校は、地域や家庭の人と協力して、授業や行事などの教育活動を進

めていると思いますか。

（３）全体的に肯定的な評価の割合が高い。小中合同の水防訓
練、毎月の登校指導、いのちの学習と関連付けた不審者対応
訓練など、引き続き学校での取組を啓発し、安全教育への地
域保護者との情報共有を図ると共に、生徒・保護者が安全に
ついて実感できる取組みの継続を行う。
9に関しては、生徒・保護者・教職員とも肯定的にとらえてい
る。PTA未加入者が増加傾向にある中で本校の加入率は
95％と高い。愛校作業・資源回収等、地域ぐるみの実働がで
きる。特に資源回収は地域住民からも必要とされており、活
動の意義が大きい。今年度は創立40周年で、地域の回覧でイ
ベントの呼びかけをしたところ、多くの参加があった。地域と
の関係性が深く且つ、良好であると言える。

　学校教育目標の実現はおおむね肯定的に捉えられている。今年度は
生徒の取組みについては学校HP等を通じて多く発信してきた。生徒も
保護者も、自分たちの頑張りが掲載されることを楽しみにしている。今
後は教職員が計画した行事や総合学習に沿った取り組みになりがちな
ところを、生徒主体で生徒から発信される疑問ややりたいを課題にし、
教職員はファシリテーターとなる取り組みにシフトする時期と捉え、引
き続き生徒の可能性を最大限に引き出せる教育活動に取り組みたい。
　小中一貫教育については、保小中連携の日を軸にして、表現力（語彙
力）を身につけるための実現に取り組んだり、中学校から小学校への乗
り入れ授業や、スポーツを通しての交流会、相互授業見学会等に取り組
んだ。今後はさらに小中一貫教育を推進していくために小中の交流の
場の設定および家庭地域への情報発信に努めていきたい。

（４）こどものいのちと権利の擁護

10 こどもの最善の利益を守る環境づくり

学校は、こどもの意見を反映させ、こどもの権利を守るとともに、こどもや保護

者が相談しやすい学校づくりに取り組んでいると思いますか。

本項目について、概ね肯定的に評価されていることが分か
る。特に児童生徒の評価が高く、学校が生徒の話をよく聞き、
相談しやすい場であると感じている様子がうかがえる。
一方で、保護者では約2割が否定的または「わからない」と回
答しており、取組や相談体制が十分に伝わっていない層が一
定数存在する。今後は、相談体制の周知や情報発信の工夫を
通して、より多くの人が安心して意見や悩みを伝えられる学校
づくりを進めていく必要がある。今年度は、関係機関の助言・
協力を得ながら、生徒への対応にあたることができた。今後
も、毎月の絆アンケート、SC,SSWの積極的活用と連携を継
続していく。

独自項目

学校教育目標「可能性は無限大」の実現について 小中一貫教育について

学校は、こどもが自分や友達のよさに気づき、協力し合い新しいことに挑戦する

指導を行っていると思いますか。

学校は、校区内小学校と連携をとり、効果的な小中一貫教育の推進に

努めていますか。

　授業について生徒保護者共に、おおむね肯定的な評価である。しかし、教職員の視点から見ると、約2割の教職員が授業づくりに対して生徒主体の授業とはいいがたいと回答している。この
ことから、指導力向上に向け校内研修の充実を図り、PDCAサイクルで授業改善に努めていきたい。また、今年度、講師招聘研修で「対話」を取り入れた授業づくりについて研修した。次年度
は、講師から学んだ「対話を生む、めあて（課題）の設定」を意識した授業づくりに取り組むなど研究主任を中心に校内研修のより一層の充実を図り学力向上につなげたい。
　人権・生徒指導の観点では、今年度は、インクルーシブ教育に関する職員研修が実施できた。次年度は、具体的実践について検討を積み重ね、一人ひとりを大切にした教育活動を実践してい
きたい。今後も引き続き、生徒の意見を反映させる校則見直し、学校保健委員会の継続と子どもフォーラムの持続可能な開催について検討を重ねたい。合わせて、保護者の関心を高め、理解
を深めるために人権学習についての啓発に積極的に取り組みたい。
　家庭・地域との連携の観点では、地域交流事業（花いっぱい）、読み聞かせ（図書購入）などの文化的事業に加え、勤労生産的な愛校作業・資源回収は学校や生徒に有効である。今後も、地域・
保護者と協力し、これらの取り組みはに継続していく。

小　中　学　校　関　係　者　評　価

・授業参観において、生徒が男女の別なく互いに協力し、仲良く学習に取り組む姿が見られた。教師の話をよく聞き、学習に真剣に向き合う姿勢が大変印象的であった。
・学力向上を図るにあたっては、家庭（保護者）の意識の向上が必要であると感じる。学習塾等が近隣に少ないため、家庭での家庭習慣形成が一層求められる。
・子どもたちが将来の夢や希望を持つことは、学習意欲の向上につながる。目標を持つことで、日々の学習に主体的に取り組む姿が育まれるのではないか。
・子どもフォーラムにおける生徒の発表は素晴らしかった。自分の生活体験なども交えながら家庭や地域に向けて自分の意見を発信することは有意義である。今後より多く
の保護者に参観してもらいたい。

独自項目3

来　年　度　の　具　体　的　な　取　組　に　つ　い　て
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